
【発行】山本幸三事務所 〒100-8982

千代田区永田町2-1-2 衆議院第二議員会館915号

TEL(03)3508-7085 FAX(03)3501-9303

mail  yamamoto-office@seagreen.ocn.ne.jp    

H P    http://www.yamamotokozo.com

ー 私を去って他を利する政治を ー
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特別なことはできませんが山本幸三事務所でも接種予約などのお手伝いをさせて頂きます。簡単なご質問からでも

結構ですので、お気軽にご連絡下さい。

福岡１０区選出 山本幸三小倉事務所

(ご予約へは接種券をご用意下さい)

９月２９日、４人が立候補した激戦の総裁選挙を勝ち抜き、岸田

文雄新総裁が誕生しました。我が宏池会からは３０年ぶりの総裁

輩出です。ご支援頂いた党員・党友の皆さまに心から御礼申し上

げます。

さて、総裁選挙の大きな争点に経済政策が上げられます。「…山

本幸三さんが事務局を務める勉強会が候補者の経済政策にそのま

ま影響を与えた」とは経済学者の田中秀臣さん。この勉強会とは

岸田総裁が会長代行、私が幹事長を務めた「ポストコロナの経済

政策を考える議員連盟」(会長：安倍晋三元首相。写真上)のこと。

今回、岸田総裁は「再分配」を強調し、かつての安倍首相がそう

だったように、経済政策で「保守から真ん中、やや左も喰う姿勢

(同)」と安定した、政権基盤が築けることでしょう。
１４年の衆院選。岸田外務大臣(当時)が小倉駅に。



日本へ本場米国大学のホスピタリティ教育を誘致することは、

私の初当選以来の目標でした。そもそもホスピタリティ教育とは

何か？これは、ホテルやレストラン、アミューズメントパークな

どサービス業で働く方々へ必須の教育、人材育成等のプログラム

です。特に、これは経営学や会計学など実務面からの能力を習得

させるもので、世界的に引く手数多の人材が育成されます。私は、

コーネル大学大学院へ留学した際、まさにこの本場の教育を目の

当たりにし、ぜひ、日本にそして地元北九州に誘致したいと常々

思っておりました。

そうした中で、2019年にはホテル、アミューズメント

パークなどの事業者、米国大学関係者を集め、日本初の

ホスピタリティマネジメントサミットを開催しました(写

真左上)。そこに参加されていた中の一校がウィスコンシ

ン大学スタウト校でした。同校は、北九州市そして門司

地域への進出を真剣に検討、現在その実現可能性調査を

行っており、近日中に報告がなされる予定です。これが

実現すれば北九州へ日本全国・世界各国から学生が集ま

り、地域が活性化。優秀な人材が何人も輩出され、北九

州がホスピタリティ教育のメッカとして元気を取り戻し

ます！

(キャサリン・フランク学

長からのメッセージは

山本幸三YouTubeチャ

ンネルへどうぞ！→)

(門司港レトロでご挨拶！)

その後、2012年には党観光立国調査会長に就任

し、ビザの緩和、免税制度の拡充等に取り組ん

だ他、国際観光旅客税の創設等に関わりました。

すると2013年に８００万人だった訪日外国人観

光客は2019年には３０００万人へ激増。観光業

は日本を代表する一大産業に生まれ変わりまし

た。そして、その流れを持続的なものにするた

め直面した課題が人材育成・教育でした。


